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九
月
定
例
会
は
、
九
月
十
六
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
十
一

日
間
と
決
め
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
の
一
部
改
正
四
件
、

補
正
予
算
三
件
、
市
道
の
認
定
十
一
件
、
そ
の
他
人
事
案
件
等

六
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
・
一
般
質
問
は
各
党
会
派
を
代
表

し
て
長
田
昭
裁
・
早
川
武
男
(
政
友
会
)
斉
藤
憲
ニ
(
社
会
党

・
市
民
連
合
)
秋
山
雅
司
(
公
明
党
)
渡
辺
静
男
(
市
政
同
志

会
)
岡
田
修
(
日
本
共
産
党
)
内
藤
幸
男
・
川
名
正
剛
・
飯
沼

忠

(
政
新
会
)
の
各
氏
が
行
い
、
市
長
等
に
答
弁
を
求
め
ま
し

た
。
最
終
日
の
本
会
議
で
同
和
対
策
事
業
に
つ
い
て
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
、
並

び
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
意
見
書
三
件
の
提
出
を
決
め
、
昭
和
五
十
七
年

度
各
会
計
別
決
算
並
び
に
各
企
業
会
計
別
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
は
「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
閉
会
中
継
続
審

査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
能
率
的
な
行
政
組
織
と
効
果
的
な
財
政
運
営
を
め

ざ
し
て
「
地
方
行
財
政
対
策
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
を

設
置
し
、
九
月
二
十
六
日
開
会
し
ま
し
た
。
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【
問
】
市
立
甲
府
商
業
高
校
に
男
子
生
徒

の
確
保
を
図
る
た
め
の
対
応
策
及
び
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
の
具
体
策
、
並
び
に
商

科
系
大
学
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
委
員
会

を
設
け
、
検
討
し
た
ら
ど
う
か
伺
い
た
い
。

【
答
】
甲
府
商
業
の
入
学
者
選
抜
試
験
は
、

県
立
高
校
と
同
一
に
実
施
し
、
全
県
一
区

で
全
県
下
か
ら
志
望
者
が
集
ま
り
、
ま
た

卒
業
後
の
就
職
率
の
有
利
さ
に
影
響
さ
れ

て
女
子
入
学
者
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い

甲府市議会だより

九
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
九
月
十
九
日
か
ら
三
日
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
、
九
氏
が
各
党
会
派
を
代
表
し
て
、
台
風
災
害
と

防
災
対
策
、
高
齢
化
社
会
の
福
祉
行
政
、
地
場
産
業
、
住
宅
問
題
、

行
財
政
改
革
等
当
直
す
る
市
政
の
問
題
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
を

展
開
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ー
市
立
甲
府
商
業
高
校
|

か
と々
思
わ
れ
る
。

現
在
、
県
立
高
校
で
推
せ
ん
制
が
と
ら

れ
て
い
る
の
は
、
志
望
者
の
比
較
的
少
な

い
農
業
関
係
の
高
等
学
校
で
そ
れ
も
募
集

定
員
の
一

O
%
以
内
と
な
っ
て
い
る
。

叩
府
商
業
の
場
合
は
、
比
較
的
志
望
者

が
多
い
の
で
、
男
子
に
限
つ
て
の
推
せ
ん

制
導
入
に
つ
い
て
は
、
難
し
い
状
況
に
あ

る
。
情
報
化
社
会
の
進
展
、
電
子
機
器
の
発

達
の
状
況
下
で
高
等
学
校
に
お
け
る
情
報

処
理
科
の
魅
力
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
き
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
と
関
連
し
て
、
中

学
生
の
高
校
一
日
入
学
の
行
事
を
実
施
し
、

男
子
中
学
生
に
内
容
紹
介

P
R
に
努
め
る

こ
と
が
一
つ
の
方
策
だ
と
思
わ
れ
る
。

既
に
八
月
末
、
第
一
回
の
一
日
入
学
行

事
を
実
施
し
た
が
、
今
後
も
さ
ら
に
充
実

し
て
参
り
た
い
。

ま
た
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

た
新
教
育
課
程
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
な
が
ら

商
業
高
校
教
育
の
充
実
と
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
が
、
具
体
策
と
し
て
は
、

付
情
報
化
社
会
に
生
き
る
近
代
的
職
業

人
を
育
成
す
る
た
め
、
高
性
能
の
電
子
計

算
機
の
導
入
を
は
か
り
、
情
報
処
理
教
育

を
一
一
層
充
実
推
進
す
る
こ
と
。

口
心
身
と
も
に
健
康
で
、
明
る
い
近
代

的
経
済
人
を
育
成
す
る
た
め
、
生
徒
一
人

一
人
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
体
力
づ
く

り
が
一
層
進
め
ら
れ
る
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
、

ク
ラ
ブ
活
動
の
充
実
強
化
を
推
進
す
る
こ

ル」
等
を
考
え
て
い
る
。

商
科
系
大
学
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
国

の
大
学
設
置
認
可
基
準
が
き
び
し
い
う
え
、

膨
大
な
経
費
が
必
要
で
あ
り
、
本
市
の
財

政
環
境
か
ら
し
て
難
し
い
面
も
あ
る
の
で
、

慎
重
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。

検
討
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今

後
考
世
間
γ
す
る
が
、
現
時
点
で
は
参
考
資
料

の
収
集
な
ど
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
に
指

示
し
て
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

政

今
後
の
対
応
を
示
せ

fr 

改

革

の

甲府商業高校

【
問
】
本
市
の
行
政
改
革
に
つ
い
て
の
経

過
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
答
}
行
政
改
革
は
今
や
国
民
的
課
題
と

し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
、
国
、
地
方
を
通
じ

財
政
の
健
全
化
を
基
調
と
し
た
行
政
の
あ

る
べ
き
姿
を
模
索
し
て
い
る
の
が
現
状
で

ふ
め
司
令
。

そ
こ
で
、
本
市
の
行
政
改
革
を
進
め
る

た
め
に
は
、
地
方
分
権
の
確
立
に
向
け
て
、

市
民
の
福
祉
の
向
上
を
可
能
な
限
り
前
進

さ
せ
る
こ
と
を
恭
本
に
す
、
ぇ
、
国
の
行
革

方
針
に
追
随
す
る
こ
と
な
く
、
本
市
の
地

域
性
、
独
自
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
本
市

の
将
来
展
望
に
た
っ
た
健
全
な
行
財
政
運

営
を
確
立
す
る
た
め
に
行
う
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
市
の
自
主
改
革
は
、

新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
の
質
的
向

上
を
目
指
す
改
革
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

9
月
凶
日
掛

開
会
・
提
案
理
由
の
説
明

口
目
的

議
案
調
査
の
た
め
休
会

と
思
、
7
。

こ
の
た
め
、
現
在
庁
内
の
行
財
政
対
策

委
員
会
で
、
具
体
的
な
改
革
の
方
策
の
検

討
に
取
り
組
ま
せ
て
い
る
が
、
更
に
広
〈

市
民
の
意
見
、
提
言
を
充
分
聞
く
中
で
推

進
し
て
参
る
所
存
で
あ
る
。

18 
日
(fJ) 

休
会

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

日
目
日
川
J

本
会
議

羽
田

ω」
一
質
疑
及
び
市
政
一
般
質
問

J

本
会
議

幻
日
附
γ

質
議
及
び
市
政
一
般
質
問

」
各
委
員
会
付
託

各
常
任
委
員
会

辺
日
山
附

お
日
幽

休
会

出
日
出

各
常
任
委
員
会

お
日
同

イ木
L>. 
:zoぇ

26 
日
(月)

本
会
議

各
常
任
委
員
会
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を

設
置

地
方
行
財
政
対
策
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
を
設

置閉
会



あ
っ
た
。

今
後
も
厳
し
い
川
北
川
財
政
で
は
あ
る
か
、

川
本
が
三
い
以
ト
で
あ
る
の
て
、
今
後
と

も
公
常
住
宅
の
往
ぷ
促
准
を
凶

っ
て
参
り

た
い
と
巧
え
て
い
る
し

用
地
取
得
の
状
況
は
、
五
イ
八
、

γ
立
十

九
年
度
の
建
設
住
宅
に
つ
い
て
は
、
後
屋

団
地
の
隣
り
合
せ
の
大
型
町
に
隊
保
さ
れ

て
い
る
。

六
十
年
以
降
に
つ
い
て
は
地
域
的
な
配

分
を
考
慮
し
た
中
で
、
用
地
の
取
得
、
団

地
の
建
設
を
行
っ
て
参
り
た
い
。

【問】

市
営
住
宅
に
対
す
る
市
民
の
需
要
公
営
住
宅
の
譲
渡
処
分
に
つ
い
て
は
、

度
と
こ
れ
か
ら
の
団
地
計
画
、
及
び
既
設
例
外
的
で
あ
っ
て
、
し
か
も
最
低
限
悩
却

住
宅
の
払
い
さ
げ
、
な
ら
び
に
家
賃
改
定
の
期
間
が
経
過
し
な
け
れ
は
承
認
し
な
い

の

必

要

性

に

つ

い

て

伺

い

た

い

。

旨

の

通

達

が

あ

る

た

め

、

現

拍

の

と

こ

ろ

【
答
】
と
こ
五
年
間
に
建
設
し
た
市
営
住
後
屋
第
一
住
宅
(
昭
和
三
十
七
年
度
建
設
)

宅
の
応
募
倍
率
は
、
五
十
三
、
五
十
四
年
古
上
条
住
宅
(
昭
和
三
十
八
年
度
建
設
)

度
は
約
二
・
六
倍
、
五
十
五
、
五
十
六
年
後
屋
第
二
住
宅
(
昭
和
三
十
九
年
度
建
設
)

度
は
約
三
・
三
倍
、
そ
し
て
、
五
十
七
年
に
つ
い
て
は
、
県
の
指
導
を
仰
い
で
い
る

度
に
つ
い
て
は
約
三

・
七

倍

の

高

い

率

で

と

こ

ろ

で

あ

る

。

匹
刈
牛
リ
手
白
台
長
ヘ
ム
氏
門
ノ

章
式
午

A
1
F

三
日
府
阿
刻

J
3
刀
ν

考
え
方
は
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【
問
】
新
し
い
対
話
集
会
に
つ
い
て
の
考

え
方
を
伺
い
た
い
。

【
答
】
実
り
あ
る
対
話
集
会
は
、
ま
ず
集

会
で
収
集
し
た
情
報
を
ど
の
よ
う
に
庁
内

で
活
用
す
る
か
を
明
確
に
し
て
臨
む
べ
き

で
あ
り
、
行
政
と
住
民
の
聞
の
討
論
の
場

と
す
る
よ
う
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

時
に
は
、
住
民
相
互
の
討
議
の
場
と
し
、

相
互
峨
解
と
協
力
へ
の
足
が
か
り
と
し
て

い
く
努
力
が
望
ま
れ
る
。

従
前
の
対
話
集
会
は
、
陳
情
へ
の
対
応

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
感
が
あ
る
の
で
、
今

市営住宅の

建設計画と

家賃改定について
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後
は
、
地
域
別
、
問
題
別
の
集
合
方
式
に

転
換
し
、
実
施
し
て
参
り
た
い
。

ま
た
、
市
営
住
毛
の
家
れ
の
改
定
に
つ

い
て
は
、
前
回
、
昭
和
問
イ
七
年
度
以
前

の
市
営
団
地
を

4
1二
年
に
行

っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
修
川
刊
行
の
高
騰
な

ど
に
よ

っ
て
、
思
う
よ
う
に
務
備
が
出
来

な
い
状
況
下
で
あ
り
ま
す
の
で
、
県
と
同

様
、
建
設
省
住
宅
局
長
の
通
達
に
よ

っ
て、

公
川
市
住
宅
相
以
間
の
家
れ
の
均
衡
・
川
相
川
村

竹
山
仕
に
必
要
な
待
作
H

の
M

叩
川
怖
を
図
る
た

め
、
昭
和
主
十
二
年
度
以
前
に
建
設
し
た

住
宅
を
対
象
に
、
昭
和
五
十
九
年
四
月

一

日
か
ら
改
定
実
施
の
予
定
で
あ
る
。

図
書
館
司
書
の

身
分
の
改
善
は

市長対話

【問】

学
校
図
書
館
司
書
を
正
規
職
員
化

し
、
そ
の
配
置
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
伺

し

た

し

【答
}
学
校
図
書
館
事
務
職
員
は
、

P
T

A
事
務
及
び
学
校
図
書
館
事
務
に
従
事
さ

せ
る
た
め
、

P
T
A
が
一雇
一
周
し
て
い
る
も

の
で
、
こ
の
一
雇
用
人
件
費
が

P
T
A
の
負

切
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
て
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
、
市
と

L
て
は
補
助
金
を
支

出
し
て
、

P
T
A
負
M
V

の
軽
減
と
戦
員
の

待
遇
の
改
歯車ロを
図

っ
て
い
る
。

P
T
A
が
雇
用
し
て
い
る
職
員
を
学
校

図
書
館
事
務
職
員
と
し
て
市
の
職
員
に
保

用
す
る
こ
と
は
、
現
行
法
や
財
政
秩
序
の

上
か
ら
、
な
か
な
か
凶
郊
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
学
校
一
団
書
館
の
充
実
を
図
る

た
め
、
従
来
か
ら
行

っ
て
来
た
と
ニ
ろ
で

あ
る
が
、
司
書
教
諭
の
設
置
又
は
学
校
図

書
館
事
'
坊
に
従
事
す
る
学
校
事
務
職
員
の

配
置
を
強
く
国
や
県
に
対
し
、
要
請
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

ヒ:::.
目

飯 I11 内 |司 j度 秋 n 早 長

f召 名 I長 回 辺 山 ，rキ I11 回 氏

正 幸 ，'ir，十 雅 '， b t 武 Bi'5 名
，吋じt、 岡Jj 男 自主 男 司 男 哉

政 政 政 日 市 公 市社 政 政

本 政 民会
正ヱス〉、

新 キ庁 新 1土 同 日月 友 友
産 てべと:ρ i主党 i辰

ぷZ〉ス、 之Z〉三、 4ヱ2スλ 党 正Zミ〉、 党 l仁入1 ぷZ己スh L22A t 

一一一一一 一一 一一一 一一一一 一一一一 一一一 一 一一一一

施実行都あ高齢 行新 市 融条小中書図法老長市 い中青場中都市 住算に観任組つ財市 下図路防い高 商防市市い大 地開都防
策行政市り 財都 長 資件 と人会長 て央少の央市長 宅っと光に織い政長 水書~災て化齢 業災立立て型 域発市災
にすの基方化 政市 の 手付学館助福 、の 卸年実商河の 間けも行よ改て聞の 道館備対 振対商甲事 開公計に 発
つる文!~に社

改革構想
政 統一校務事成祉県政 売健現居川政 題)な政る革)題政 間行・策社 興策科府業 発社画つ

いた化のつ会 治 の般の 市金l行市治 市全を街の治 うに不に に治 題政土に 会 にに大商の にのにい 吉田

てめ化主与、に lこに 姿 改競新戦政一姿 場 育の整姿 つ昇つ利つつ姿 にとのつに つつ学業推 つ受って
)のに備て対 つつ 5与 普争設員度に体勢 周成 i舌備勢 い仙い益いい勢 つ 公 う い 対 いいの高進 い在い σ〉
基つに応 しEしE に入にの)つ化に 辺対 性 に に て峡て処ててに い民めて応 てて設校 と てにて
本いっす てて つ つ札つ配い議つ の策化つつ 周(分つ て館支( す 置の行 つ 要
姿ている L 、 いにい置 て買い 環に といい 辺荒問職下い 増給河る に 今 財 し、

勢(て 都市 て てってに (連て 境つ公てて 整川題名 水て 設~J1 1 諸 。後政 て 旨
と文 いつ老盟( 整い設 備ダ)変道 に改問 い の 改

具化 経 てい人)革 備て 小 及ム更会 つ修題 て運革
体化 同邑4 て保新 売 び完 5十 L、 営に

的を の 健市 つ 市 予成転に て水つ と つ

要問質ふ
玄例

....... 
λ己月九



(4) 

一
般
質
問

第59号

防

災

無

線

と

飲

料

水

甲府市議会だより

【
間
】
防
災
行
政
無
線
が
聞
き
と
り
難
い

地
域
が
あ
る
が
、
今
後
の
増
設
計
画
と
、

震
災
時
に
お
け
る
耐
震
用
貯
水
槽
と
飲
料

水
の
確
保
に
つ
い
定
伺
い
た
い
。

【
答
】
パ
ン
ザ
7

ス
ト
の
設
置
は
、
五
十

五
年
度
を
初
年
度
と
し
て
五
ヶ
年
計
画
で

整
備
を
進
め
て
お
り
、
五
十
七
年
度
迄
に

一
二

O
本
、
五
十
八
年
度
で
三
十
一
本
と

本
年
度
後
半
に
は
合
計
で
一
五

O
本
が
完

成
し
整
備
さ
れ
る
。

本
市
の
場
合
完
全
に
全
住
民
に
伝
達
出

来
る
と
な
る
と
約
一
八

O
本
位
の
建
設
が

必
要
と
恩
わ
れ
る
の
で
、
本
年
度
の
後
半

か
ら
五
十
九
年
度
に
向
け
て
調
整
を
行
い

な
が
ら
、
残
り
の
本
数
を
来
年
度
に
設
置

昭和58年11月1日

の
確
保

す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
貯
水
槽
整
備
は
、
新
総
合
計
画

で
年
次
的
に
整
備
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
消
火
用
で
あ
り
、
飲

料
水
兼
用
で
は
な
い
。

飲
料
水
と
し
て
は
、
各
小
中
学
校
が
避

難
場
所
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
プ
ー
ル
の

近
く
に
ろ
水
器
を
設
置
し
て
あ
り
、
万
一

に
備
、
え
て
い
る
。

ま
た
、
大
震
法
に
よ
り
小
中
学
校
と
も

鉄
筋
化
さ
れ
る
と
、
こ
の
中
に
受
水
槽

(三

0
ト
ン

l
五

0
ト
ン
)
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
受
水
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

防災コミニティセンター(内部)

り

緑化推進を

新都市づく

【
問
】
新
都
市
づ
く
り
の
た
め
の
個
性
豊

か
な
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
、
緑
化
推
進
の

具
体
的
な
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
悠
ニ
本
市
は
歴
史
あ
る
県
都
と
し
て
の

中
枢
管
理
機
能
を
も
ち
、
商
業
都
市
と
し

て
発
展
し
て
来
て
い
る
。

特
に
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
は
、
か
け
が

え
の
な
い
観
光
、
余
暇
の
場
と
し
て
の
意

味
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

物
か
ら
心
の
時
代
、
生
活
の
中
か
ら
創

造
性
を
求
め
ら
れ
る
八
十
年
代
は
、
個
性

豊
か
な
甲
府
の
独
自
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
な

が
ら
、
商
業
観
光
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く

り
を
市
民
の
参
加
の
な
か
で
求
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
緑
化
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
ー

昭
和
五
十
三
年
に
条
例
を
制
定
以
来
、
公

共
施
設
並
び
に
民
間
地
を
含
め
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
来
た
。

し
か
し
、
本
市
中
心
部
は
必
ず
し
も
緑

が
多
い
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
、
中
心
地
域
に
は

国
体
等
も
ふ
ま
え
、
緑
の
杜
構
想
と
合
わ

せ
て
計
画
的
に
対
応
す
る
よ
う
市
民
運
動

を
進
め
て
参
り
た
い
。

ま
た
市
の
メ
イ
ン
道
路
で
あ
る
平
和

通
り
の
緑
化
笠
備
に
つ
い
て
は
将
来
的
展

望
に
た
っ
て
、
都
市
景
観
並
び
に
地
域
住

民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
な
か
で
具
体

的
な
整
備
を
進
め
て
参
り
た
い
。

甲〈 :玄「
府あ 見市
市て 、議

丸先 御会
の〉 感 だ

内 想よ

月l をり

府 丁 お」

市 目 寄に

議 十 せつ
4Z〉ス、 八 下い

事 番 きて

務 ー し、
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昭
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【
問
】
勤
労
者
生
活
安
定
資
金
の
利
用
が

年
々
低
下
し
て
い
る
が
、
理
由
は
な
に
か
。

ま
た
、
こ
の
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
基

本
的
な
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

【
答
】
こ
の
制
度
は
中
小
企
業
に
働
く
勤

労
者
の
福
祉
の
向
上
と
生
活
安
定
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
で
、
五
十
四
年
度
に

発
足
し
た
。

間

ω慰
号
癌

宮
人
調
箆

桜
井
寮
に

収
容
施
設

甲府市議会だより

【
問
】
痴
ほ
う
症
老
人
対
策
に
つ
い
て
考

え
を
伺
い
た
い
。

【
答
】
痴
ほ
う
症
老
人
対
策
に
つ
い
て
は
、

そ
の
収
容
施
設
を
五
十
九
年
度
を
め
ど
に

桜
井
寮
へ
増
床
を
図
る
べ
く
、
目
下
関
係

機
関
、
団
体
と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

又
、
痴
ほ
う
症
老
人
の
短
期
保
護
に
つ

い
て
も
、
県
の
事
業
と
併
せ
て
本
年
度
よ

り
実
施
し
て
参
り
た
い
。

な
お
、
現
在
保
健
所
の
協
力
に
よ
り
、

介
護
療
育
方
法
の
指
導
、
相
談
等
を
保
健

婦
、
訪
問
看
護
婦
、
家
庭
奉
仕
員
等
の
訪

問
事
業
を
通
し
て
実
施
し
、
更
に
介
護
教

室
の
開
催
等
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

動

指02
度主
の安
j舌言

図用語
れを

第59号(5) 

. 
年
々
、
貸
付
件
数
、
金
額
も
減
少
し
て

い
る
が
、
こ
の
原
因
と
し
て
は
、
景
気
回

復
の
遅
れ
、
実
質
賃
金
の
低
下
に
よ
る
先

行
不
安
な
ど
か
ら
の
融
資
の
手
び
か
え
が

主
な
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
勤
労
者
か
融
資
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
最
も
身
近
な
融
資
制
度

と
し
て
優
先
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

融
資
手
続
き
の
簡
素
化
、
市
広
報
に
よ
る

P
R
、
関
係
団
体
へ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
本
年
八
月
に
は
貸
付
要
綱
の

一
部
を
改
正
し
て
、
労
金
の
会
員
で
あ
る

労
働
組
合
が
保
証
す
る
場
合
は
、
貸
付
審

査
を
行
わ
ず
融
資
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
証
明
書
等
の
提
出
書
頒
の

簡
素
化
を
す
る
な
ど
し
て
手
軽
に
利
用
が

図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

西
下
条
処
理
場
の

対
応
策
は

{
問
】
西
下
条
し
尿
処
理
場
撤
去
に
つ
い

て
の
対
応
策
を
伺
い
た
い
。

【
答
】
西
下
条
し
尿
処
理
場
は
、
昭
和
凶

十
一
年
地
元
の
協
力
を
得
て
設
置
す
る
こ 桜 井 寮

と
か
出
来
た
が
、
当
時
、
い
ろ
い
ろ
不
十

分
の
点
が
あ
り
、
地
元
住
民
の
方
々
に
多

く
の
迷
惑
を
か
け
た
。

従
っ
て
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
十
五
日

に
あ
ら
た
め
て
覚
書
を
取
り
交
わ
し
、
十

二
年
間
の
設
置
を
認
め
て
い
た
だ
き
、
つ

い
で
昭
和
五
十
七
年
一
月
二
十
八
日
に
、

そ
の
後
の
経
過
を
踏
ま
、
ぇ
、
西
下
条
し
尿

処
理
場
撤
去
対
策
委
員
会
代
表
と
甲
府
市

長
が
市
議
会
関
係
議
員
の
立
ち
合
い
を
得

て
、
協
定
を
結
び
五
年
間
そ
の
期
間
の
延

長
を
認
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
条
件
整

備
の
約
束
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
協
定
書
に
も
あ
る
よ
う
に
、
撤
去

に
つ
い
て
は
、
五
年
間
の
経
緯
を
み
て
、

改
め
て
検
討
す
る
と
い
う
事
」
と
で
あ
り

現
在
、
年
次
的
に
約
束
し
た
五
年
聞
の
整

備
計
画
と
全
体
要
望
を
誠
意
を
も

っ
て
実

行
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、
こ
の
誠
意

が
地
元
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
得
る
道
で
あ

る
と
考
え
、
努
力
し
て
い
る
。

今
後
と
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

誠
実
、
誠
意
を
も

っ
て
こ
れ
に
当
た
り
、

そ
の
上
で

一一
層
地
域
の
方
々
と
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

高

齢

化

社

会

の

対

応

J¥ 

{
問
】
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
取
組
み

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

霊
園
】
本
市
の
高
齢
化
人
口
の
進
み
カ
は
、

全
国
の
水
準
を
上
回

っ
て
お
り
、
乏
人
福

祉
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

同
時
に
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
福
祉
政
策
の
あ
り
方
等
も
大
き
く
変

革
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

そ
こ
で
県
の
総
合
福
祉
計
画
の
整
合
性

を
図
る
中
で
、
本
市
に
お
け
る
独
自
の
総

合
福
祉
計
画
を
策
定
し
て
取
り
組
む
べ
く

今
議
会
に
調
査
費
を
計
上
し
た
。

ま
た
、
老
人
健
康
管
理
助
成
問
題
に
つ

い
て
は
、
国
に
お
け
る
厳
し
い
指
導
の
状

況
下
に
あ
る
が
、
老
人
福
祉
全
体
と
し
て

後
退
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
慎
重
に
対
処

し
て
い
く
考
え
て
あ
る
。

市
営
住
宅
へ
の
高
齢
者
入
居
の
問
題
、

一
人
暮
ら
し
の
老
人
の
災
害
対
策
、
老
人

の
就
職
問
題
等
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
推

進
し
て
い
る
が
、
今
後
更
に
積
極
的
に
取

り
組
む
考
え
で
あ
る
。

県
政
功
績
者
に

小
沢
綱
雄
議
員

叩
府
市
議
会
議
員
小
沢
綱
雄
氏
は
、
昭

和
五
十
八
年
県
政
功
績
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
四
年
当
選
以
来
連

続
七
期
、
議
長
や
甲
府
刑
務
所
移
転
促
進

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
委
員
長
、
地

元
自
治
会
長
等
を
歴
任
、
地
域
と
行
政
の

理
解
者
と
し
て
、
地
方
自
治
の
育
成
発
展

の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
表
彰

と
な
り
ま
し
た
。

市
制
施
行
記
念
式
典
で

議
員
表
彰

本
市
の
市
制
九
十
四
周
年
を
記
念
す
る

式
典
が
、
十
月
十
七
日
春
日
小
学
校
で
挙

行
さ
れ
、
多
年
市
政
に
功
り
引
の
あ

っ
た
市

民
の
方
々
と
共
に
、
市
議
会
か
ら
も
次
の

議
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

有

功

表

彰

小

林

康

作

H

中

込

序

文

飯早 堀
島川内

光
雄

光
園勇

有
功
表
彰

優
遇
表
彰

善
行
表
彰

米
国
・
欧
州
に

議
員
を
派
遣

八
月
十
九
日
に
、
本
市
と
姉
妹
都
市
提

携
を
行
っ
て
い
る
、
米
国
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
ロ
ダ
イ
市
に
、
内
藤
幸
男
、
堀
内
光

雄
、
武
川
和
好
の
各
議
員
を
派
遣
、
国
際

親
善
を
深
め
ま
し
た
。

一
行
は
、
県
南
米

親
善
訪
問
団
に
加
わ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
県

人
会
創
立
三
十
周
年
記
念
祭
に
も
参
加
し

ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
十
五
日
に
、
第
二
十
八
回

全
国
市
議
会
行
政
視
察
「
欧
州
班
」
に
早

川
光
国
副
議
長
、
小
沢
政
春
、
小
林
匡
の

各
議
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

富

永

議

員逝

去

し有で逝う か 和
た J}Jなご心さす「同士で1 月五月l

。表お 冥 か れ る iιa・.. ¥1に十府
、fH¥ら ま こ r.u・;1わ四市

が市を京しと IS~~ I た年議
ご政お悼たな脳遁置司..1 り 当 会
家!庖析の 。〈置庫、n....I 、選議
政行リ芯: 不 lI.i3T"置氏以買
の吉心、を I省、一一一一生来富
方念た表の 委二水
に 式 しし 事任月ま展さ員期政
伝典ま、 故l¥iJ二しにれ長連男
達にすつ にを十た尽市等続氏
さお つ よま八がく政を四は
れい し りつ目、さの歴年
まて ん 急ーと、八れ発任五昭
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議
案
八
一
号
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
全
員
異
議
な
く
当
局
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て

当
局
か
ら
老
人
健
康
管
理
助
成
金
支
給
制

第59号

円
百
員
会
審
査

の

主
な
内
容

本
会
議
に
お
い
て
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、
九
月
二
十
二

日
委
員
会
を
開
会
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
の
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総

務

委

員

会

甲府市議会だより

議
案
第
八
瓦
号
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
は
、
行
政
の
公
正
を
欠
く
よ
う
な

制
度
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
と
の
意
見
が

あ
り
、
採
決
の
結
果
賛
成
多
数
を
も
っ
て
、

当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
貸
付
け
金
の
回
収
に
つ
い
て
は

回
収
率
が
今
日
現
在
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
を

確
保
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
局

の
努
力
を
良
と
し
な
が
ら
も
、
今
後
に
お

い
て
は
さ
ら
に
一

O
O
パ
ー
セ
ン
ト
回

収
に
向
け
て
一
層
の
努
力
を
要
望
す
る
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
八
六
号
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
は
、
特
に
こ
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
す

べ
て
の
対
象
者
に
対
し
て
、
最
高
の
救
じ
ゅ

つ
金
が
授
与
さ
れ
る
よ
う
、
特
段
の
配
慮
を
・

要
望
す
る
意
見
が
あ
り
、
ま
た
、
議
案
第
八

一
号
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
特

に
成
都
市
友
好
訪
中
経
費
に
関
連
し
て
、
今

後
、
訪
中
団
等
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
八
ム

私
の
別
を
明
確
に
し
、
計
画
推
進
を
図
る
よ

う
要
望
が
あ
り
両
議
案
と
も
全
員
異
議
な
く

当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

民

生

委

員

会

昭和58年11月 1日

度
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
現
状
ど
お
り

実
施
す
る
が
来
年
度
以
降
は
全
体
と
し
て

福
祉
の
後
退
と
な
ら
な
い
よ
う
改
め
て
検

討
し
て
い
く
じ
自
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
委
員
か
ら
青
少
年
の
健
全
育
成
に
か

か
わ
る
費
用
の
増
額
と
青
少
年
対
策
に
関

す
る
各
種
の
組
織
の
体
系
化
を
要
望
す
る

意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

経建

澱

委

員

会

議
案
第
八
九
号
か
ら
第
九
四
号
市
道
路

線
の
認
定
に
つ
い
て
の
六
案
及
び
議
案
第

九
五
号
か
ら
第
九
九
号
市
道
路
線
の
変
更

認
定
に
つ
い
て
の
五
案
に
つ
い
て
は
、
道

路
を
拡
幅
し
市
道
認
定
の
際
土
地
を
無
償

提
供
す
る
地
権
者
に
対
し
有
償
の
方
途
を

検
討
す
る
よ
、
つ
強
く
要
望
す
る
意
見
が
あ

り
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
当
局
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

水

道

委

員

会

議
案
第
八
一
号
ほ
か
三
案
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
全
員
異

議
な
く
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
請
願
第
十
二
号
排
水
溝
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
願
意
妥
当
と
認
め
係
択
す

る
も
の
と
決
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
関
連

し
て
委
員
か
ら
市
内
の
常
習
冠
水
地
帯
の

解
消
は
、
年
次
計
画
を
も
っ
て
対
処
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
が

現

地

視

察

各
常
任
委
員
会
で
は
、
閉
会
中
縦
続
調

査
と
な
っ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
枕
察
を

行
い
ま
し
た
。

O
民
生
委
員
会
て
は
、
総
卒
業
費
約
八
倍

円
で
改
築
絞
備
さ
れ
る
市
営
火
葬
場
を
祝

祭
。
す
で
に
完
成
し
た
火
葬
棟
は
、
内
部

に
炉
や
霊
安
室
を
そ
な
え
、
や
わ
ら
か
な

感
じ
で
統
一
さ
れ
、
煙
突
を
な
く
し
外
壁

は
自
然
石
を
積
み
上
げ
る
な
ど
火
葬
場
の

雰
囲
気
が
消
さ
れ
る
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
委
員
は
、
今
後
の
工
事
計
画
で

待
合
棟
や
管
理
棟
、
周
囲
の
梢
栽
計
画
を

熱
心
に
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

O
建
設
経
済
委
員
会
で
は
、
本
年
五
月

に
北
部
地
域
の
五
つ
の
農
協
が
合
併
し
誕

生
し
た
印
府
北
農
業
協
同
組
合
を
視
察
。

本
所
で
組
織
や
運
営
状
況
、
千
代
田
支
所

で
は
農
家
で
酪
農
経
営
と
肉
用
ギ
の
飼
育

に
つ
い
て
説
明
を
受
付
ま
し
た
。

O
水
道
委
員
会
で
は
、

官
田
土
市
の
コ
ン
ポ

ス
ト
を
視
察
、
本
市
で
も
来
年
度
よ
り
生

産
に
入
る
た
め
、
添
加
物
や
生
産
過
程
の

諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

九
月
定
例
会
に
、
昭
和
五
」
l

七
年
度
叩

的
市
各
会
計
別
決
鈴
お
よ
び
各
食
業
会
計

別
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
談
会
は
、
九
月
二
十
六
日
の
本
会

議
で
、
こ
れ
を
審
査
す
る
た
め
の
「
決
算

審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
委
員

十
五
名
を
次
の
と
お
り
決
め
、
閉
会
中
継

続
審
査
と
し
閉
会
中
委
員
会
を
開
き
、
十

二
月
定
例
会
で
報
告
す
る
予
定
で
す
。
委

員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

金
副
委
員
長

委
員内

藤
村

山

飯

沼
長

田

斉

藤
小

沢
武

川

幸一一手口政憲昭

告令好春二哉忠永男

委
員
長

堀

内

光

木

~ 
牛堀町'原治悩

輿内村田水島

地
方
行
財
政
対
策
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
を
設
置

改築整備された火葬場内部

本
市
の
財
政
状
態
は
深
刻
な
状
況
に
お

か
れ
て
い
る
な
か
で
、
大
型
事
業
を
完
成

す
る
と
と
も
に
、
六
十
一
年
の
国
体
以
後

の
市
政
を
展
望
し
、
最
少
の
経
費
で
市
民

の
期
待
す
る
最
大
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
能
率
的
な
行
政
組
織
と
効
果
的
な

財
政
運
営
を
め
ざ
し
地
方
自
治
を
守
る
本

市
独
自
の
総
合
的
な
対
策
に
つ
い
て
調
査

す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て

九
月
定
例
会
の
最
終
日
に
、
「
地
方
行

財
政
対
策
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
、
昭
和
五
十
八
年
九
月
二
十

六
日
か
ら
昭
和
六
十
年
九
月
定
例
会
ま
で

の
二
か
年
を
調
査
期
限
と
し
、
調
査
事
項

と
し
て
大
別
事
業
の
推
進
、
市
政
に
対
す

る
市
民
参
加
の
方
法
、
情
報
公
開
の
具
体

的
方
策
、
民
主
的
な
契
約
手
続
な
ど
を
含

め
地
方
自
治
の
進
展
を
め
ざ
す
市
の
行
財

政
対
策
に
関
し
て
閉
会
中
継
続
審
査
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
o

J
一
心
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，
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長
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大
蔵
・
厚
生
省
は
、
医
療
保
険
全
体
の

見
な
お
し
方
針
の
な
か
で
、
国
保
全
体
の

国
庫
補
助
を
削
減
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

国
保
組
合
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
を
ご
破
算
に
し
、
臨
調
の
削
減
・
廃
止

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
令
加
算
分
を
含

ん
だ
定
率
補
助
削
減
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

市
町
村
国
保
四
、
三

O
O万
人
、
国
保

組
合
三

O
O万
人
の
被
保
険
者
を
も
っ
国

民
健
康
保
険
制
度
は
、
我
が
国
の
医
療
保

険
制
度
の
中
核
と
し
て
、
地
域
住
民
の
医

療
の
確
保
と
保
健
の
向
上
に
多
大
な
役
割

を
果
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
長

び
く
不
況
の
中
で
、
保
険
料
負
担
力
の
低

下
に
加
、
ぇ
、
高
齢
者
、
低
所
得
者
を
多
ど
へ

抱
え
る
国
民
健
康
保
険
の
事
業
運
営
は
、

一
段
と
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
る
に
政
府
は
、
昭
和
五
十
九
年
度

予
算
編
成
に
向
け
、
国
民
健
康
保
険
の
定

率
に
よ
る
国
庫
負
担
方
式
を
改
め
て
、
定

率
を
削
減
、
査
定
配
分
を
強
化
す
る
動
き

を
強
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
、
7
に
、
市
町
村
国
保
の
補
助
金

削
減
が
行
わ
れ
ば
、
市
町
村
に
於
い
て
も

大
幅
な
財
政
負
如
、
保
険
料
の
負
何
日
同
引
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
叩
府
市
議
会
は
政
府
に
対
し
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
の
た

め
に
次
の
諸
点
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

一
、
同
氏
他
康
保
険
に
対
す
る
同
庫
補
助

は
、
現
行
水
却
を
凶
叩
保
す
る
こ
と
。

国
民
健
康
保
険
制
度
に

関
す
る
意
見
書

甲府市議会だより第59号(7) 

二
、
市
町
村
田
保
及
び
建
設
国
保
組
合
に

対
す
る
国
庫
補
助
は
、
定
率
四

O
パ
ー

セ
ン
ト
を
際
持
す
る
と
と
も
に
、
臨
時

調
整
補
助
金
は
、
現
行
水
準
を
紛
持
す

る
こ
と
。

三
、
事
務
費
負
担
金
の
保
険
料
肩
代
わ
り

を
行
わ
ず
、
最
低
現
行
水
準
を
健
保
す

ヲ
令
、
ァ
と
。

人
事
院
勧
告
完
全
実
施
に

関
す
る
意
見
書

人
事
院
は
去
る

八
月
五
日
、
昭
和

五
十
八
年
度
国
家

公
務
員
の
給
与
改

定
に
つ
い
て
四
月

に
さ
か
の
ぼ
り
六

.
四
七
パ
ー
セ
ン

ト
(
平
均
一
五
、

二
三

O
円
)
を
引

き
あ
げ
る
よ
う
政

府
と
国
会
に
勧
告

い
た
し
ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
は
、
公
務
員
労
働
者
の
労

働
基
本
格
の
制
約
の
代
似
措
置
で
あ
っ
て
、

そ
の
完
全
実
施
を
政
府
に
義
務
付
け
た
も

の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
こ
十
数
年
来
の
完

全
実
施
に
よ
っ
て
正
常
な
労
使
関
係
が
保

た
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
過
の
な
か
で
、
川
川
年
の

凍
結
は
国
家
財
政
の
危
機
的
、
異
常
な
状

況
下
と
い
、
え
ど
も
章
一
大
る
課
題
を
残
し
た

と
い
え
ま
す
。

今
年
度
人
事
院
勧
告
は
、
同
年
度
凍
結

分
山
・
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
含
ん
で
お
リ
、

こ
の
実
地
が
抑
制
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
ん
日

室田見.:::a:. 
，号、

民
給
与
格
差
は
さ
ら
に
培
大
し
、
人
事
院

制
度
の
限
幹
に
か
か
わ
る
問
題
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
公
務
員
労
働
者
は
も
と
よ
り

そ
の
家
放
、
年
金
、
恩
給
受
給
者
等
を
含

め
国
民
生
活
に
多
大
な
彩
制
作
を
及
は
す
、
」

と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
円
満
な
労
使
関
係
、

公
務
員
の
士
気
高
山
怖
を
も
机
な
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

よ
っ
て
叩
府
市
議
会
は
政
府
に
対
し
、

人
事
院
勧
告
制
度
を
尊
重
し
て
、
速
や
か

に
完
全
実
施
を
行
う
態
度
表
明
と
そ
の
具

体
的
情
置
を
講
じ
る
よ
う
強
〈
要
望
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
定
例
会
最
終
日

の
九
月
二
十
六
日
の

本
会
議
で
意
見
書
三

件
を
可
決
し
、
地
方

自
，
爪
法
第
九
十
九
条

第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
内
閣
総
理
大

臣
ほ
か
関
係
大
臣
に

そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
ま

し
た
。

国
民
を
医
療
か
ら
遠
ざ
け
る

健
康
保
険
制
度
改
革
反
対
に

関
す
る
意
見
書

厚
生
省
は
、
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求

の
な
か
で
、
医
療
資
抑
制
の
た
め
に
公
的

医
療
代
に
対
す
る
国
庫
補
助
を
大
叫
に
削

減
し
、
現
行
保
険
制
度
の
抜
本
的
な
改
υ
?

を
す
す
め
る
方
針
で
あ
る
と
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
内
容
を
み
る
と

健
康
保
険
被
保

険
者
本
人
は
、
現
行
八
百
円
の
初
診
時
一

部
負
却
を
千
孟
百
円
に
し
、
百
門
診
時
に
も

八
百
円
を
'H己
負
が
す
る
。
入
院
時
の
給
食

材
料
代
も
自
己
負
卯
と
す
る
。
ビ
タ
ミ
ン
剤

総
合
感
冒
薬
等
は
保
険
給
付
か
ら
除
外
し
、

さ
ら
に
本
人
の
十
訓
給
付
を
く
ず
し
一
律

に
二
割
の
，
H
己
負
刊
を
さ
せ
、
ま
た
医
療

機
関
の
あ
り
方
を
適
正
に
す
る
と
い
う
美

名
の
も
と
に
ベ

ソ
ト
数
の
規
制
な
ど
を
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
健
康
保
険
制
度
の
改
革
寸
は
、

安
心
し
て
良
い
医
療
を
受
け
ら
れ
る
方
向

に
逆
行
し
、
病
気
の
早
期
発
見
、
治
療
が

困
鮒
と
な
り
、
国
民
の
健
康
が
根
本
か
ら

損
な
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
甲
府
市
議
会
は
政
府
に
対
し
、

市
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
立
場
か
ら

健
康
保
険
被
保
険
者
本
人
に
も
医
療
費
の

二
割
を
自
己
負
担
き
せ
る
こ
と
や
、
入
院

中
の
給
食
材
料
費
の
自
己
負
担
、
初
診
料

の
大
幅
増
額
、
軽
い
病
気
は
患
者
負
担
な

ど
、
国
民
を
医
療
か
ら
遠
さ
け
る
よ
う
な

こ
れ
ら
の
内
容
を
含
む
健
康
保
険
制
度
の

改
革
に
強
〈
反
対
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。意見書提出を決めた 9月定例会

議
会
豆
辞
典

議
会
の「招

集
」

に
つ
い
て

議
決
機
関
で
あ
る
議
会
を
開
く
た

め
に
、
議
員
を
一
定
の
日
時
に
一
定

の
場
所
へ
集
合
す
る
こ
と
を
要
求
す

る
行
為
を
「
招
集
」
と
言
い
ま
す
。

こ
の
権
限
は
、
市
長
に
専
属
し
て

お
り
、
市
長
の
招
集
が
な
け
れ
ば
議

会
は
適
法
な
会
議
を
開
く
、
」
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
臨
時
会
に
つ

い
て
は
、
議
員
定
数
の
四
分
の
一
以

上
の
者
か
ら
会
議
に
付
議
す
べ
き
事

件
を
示
し
て
招
集
の
請
求
が
あ
っ
た
，

と
き
は
、
市
長
は
必
ず
招
集
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
市
長
が
談
会
を
招
集
す
る

前
提
と
し
て
、
議
会
が
成
立
し
て
い

る
こ
と
を
要
し
ま
す
。
議
会
の
成
立

と
は
、
議
員
が
そ
の
定
数
の
半
数
以

上
在
職
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

招
集
行
為
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
会

議
を
開
く
苧
」
と
が
で
き
る
状
態
に
あ

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

招
集
は
告
示
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
は
通
常
、
開
会
日
の
七

日
前
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
急
施
を

要
す
る
場
合
は
、
」
の
告
示
期
限
を
必

要
と
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
招
集
さ
れ
た
談
会
を
急

地
議
会
と
い
い
ま
す
。
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マ
消
費
者
本
位
の
食
品
衛
生
行
政
(
山
梨

県
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会
代
表
幹
事
・

内
藤
美
茂
ほ
か

)
l本
市
で
は
特
に
食
生

活
の
安
全
性
確
保
の
た
め
に
、

て
で
き
る
だ
け
未
加
工
品
を
指
向
す
る
。

二
、
ど
ぎ
つ
い
着
色
性
の
食
品
を
排
除
す

ヲ@。

三
、
同
一
加
工
品
を
で
き
る
だ
け
多
量
に

摂
取
し
な
い
。

等
を
具
体
的
な
行
政
施
策
の
柱
に
す
え
、

魚
、
野
菜
料
理
教
室
、
啓
発
用
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
等
を
行
い
、
講
座
等
を
開

議
(8) 第59号

採
択
さ
れ
た
も
の

甲府市議会だより

〔
総
務
委
員
会
〕

O
人
事
院
勧
告
完
全
実
施
(
自
治
労
山
梨

県
本
部
甲
府
市
職
支
部
執
行
委
員
長
代
行

副
執
行
委
員
長
・
金
箱
憲
一
ほ
か
)

〔
民
生
委
員
会
〕

o
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
善
(
山
梨
県

建
設
組
合
連
合
会
甲
府
建
築
従
事
者
労
働

組
合
組
合
長
・
藤
原
金
義
)

O
健
康
保
険
改
悪
案
反
対
(
新
日
本
婦
人

の
会
甲
府
支
部
代
表
・
中
野
朱
実
校
)

〔
水
道
委
員
会
〕

O
排
水
溝
の
整
備
(
横
沢
自
治
会
長
・
永

田

進継
続
審
査
す
る
も
の

〔
総
務
委
員
会
〕

O

「
甲
府
駅
貨
物
取
扱
廃
止
」
反
対
(
山

梨
県
交
通
運
輸
労
働
組
合
協
議
会
議
長
・

山
本
辰
男
ほ
か
)

O
蟻
員
定
数
減
数
条
例
の
制
定
等
(
甲
府

市
の
行
財
政
改
革
推
進
を
求
め
る
市
民
の

会
々
長
・
山
中
繁
芳
ほ
か
)

〔
民
生
委
員
会
〕

O
老
人
保
健
法
を
改
め
、
老
人
医
療
無
料

制
度
の
復
活
、
拡
充
(
新
日
本
婦
人
の
会

甲
府
支
部
代
表
・
中
野
朱
実
校
)

〔
建
設
経
済
委
員
会
〕

O
城
東
地
区
区
画
整
理
事
業
計
画
及
び
鯛

査
反
対
(
甲
府
市
城
東
三
丁
目
十
六
十

六
・
小
佐
野
総
一
郎
ほ
か
)

〔
昭
和
五
十
八
年
六
月
定
例
会
採
択
の
〕

請
願
は
ど
う
処
理
さ
れ
た
か

g
2巻
市

長

結

果

報

告

!

?

催
し
、
消
費
者
の
啓
発
に
努
め
て
き
た
。

今
後
も
、
食
品
添
加
物
の
総
量
規
制
の

方
向
で
行
政
施
策
を
充
実
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

学
校
給
食
の
献
立
は
、
栄
養
士
、
薬
剤

師
、
調
理
婦
等
で
構
成
さ
れ
た
献
立
作
成

委
員
会
で
検
討
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
際
で
き
る
だ
け
食
品
添
加
物
の
少
な
い

素
材
を
使
う
よ
う
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

物
資
購
入
委
員
会
に
お
い
て
も
、
健
康
と

安
全
を
第
一
と
考
、
ぇ
、
同
様
努
力
を
続
け

て
い
る
。

中
前
市
中
央
四
丁
目
三
番
二
五
号

北
村
嘉
一
郎
(
印
オ

こ
の
度
、
談
会
を
傍
聴
す
る
機
会
を
得

た
の
で
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
各
議
員
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
を
代
表
し
て
壇
上

吋
に
立
た
れ
、
新
人
・
ベ
テ
ラ
ン
の
議
員
さ

一
ん
と
も
良
く
市
政
を
勉
強
・
研
究
さ
れ
て

一
い
て
質
問
の
内
容
も
時
代
に
7

ソ
チ
し
て

一
お
り
、
我
々
市
民
が
今
何
を
考
え
何
を
行

一
政
に
望
ん
で
い
る
の
か
を
的
確
に
つ
か
ん

一
で
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
さ
ん
の
答
弁

一
も
行
政
の
責
任
者
と
し
て
、
私
達
の
生
ま

』
れ
育
っ
た
甲
府
市
が
よ
り
す
ば
ら
し
い
豊

』
か
な
住
み
よ
い
街

-

に

発

展

す

る

よ

う

必

翼

、

守

2
3

-
努
力
さ
れ
て
い
る

d
E
d
M
3
4

+
の
だ
と
言
う
気
迫

}
5
1』
na品

-

が

ひ

し

ひ

し

と

感

み

旬

判

崎

司
じ
と
ら
れ
ま
し
た
。

吋
四
月
に
改
選
さ
れ
就
任
さ
れ
た
市
長
さ
ん

一
や
議
員
さ
ん
が
、
新
し
い
感
覚
で
市
民
の

一
代
表
と
し
て
甲
府
市
民
の
し
あ
わ
せ
を
願

一
っ
て
行
政
に
た
ず
き
わ
っ
て
い
る
姿
を
身

一
近
に
見
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
苦
労
さ
ま
と

一
一
言
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
い
つ
ま
で

一
も
初
心
を
忘
れ
ず
に
発
言
し
た
事
に
責
任

日
を
持
っ
て
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

日
い
ま
す
。
傍
聴
し
て
み
て
一
市
民
と
し
て
、

目
あ
ら
た
め
て
自
分
達
が
住
む
地
域
社
会
が

』
よ
り
住
み
よ
い
平
和
で
豊
か
な
も
の
に
な

-
る
よ
う
協
力
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

+
い
と
言
う
気
持
ち
に
な
っ
た
の
は
私
一
人

-
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

甲
府
市
川
町
村
三
丁
目
二
三
番
五
二
三
号

広
瀬
晴
美
(
日
オ
)

市
議
会
議
員
の
方
々
は
、
私
達
一
般
市

民
が
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
行
財
政
や

地
域
か
ら
の
要
望
等
を
よ
く
調
べ
、
制
か

く
質
問
さ
か
げ
さ
す
が
地
域
の
代
表
者
だ
と

感
心
し
ま
し
た
。
市
長
の
答
弁
で
最
も
印

象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
財
源
の
伸
び
は
期

待
薄
だ
が
財
政
基
金
を
取
り
崩
し
て
も
福

祉
の
後
退
は
し
な
い
。
ま
た
、
行
革
も
国

に
追
随
し
な
い
で
本
市
の
地
域
性
を
考
え
、

広
く
市
民
の
意
見
や
提
言
を
聞
き
質
的
改

革
を
す
る
、
住
み
よ
い
調
和
の
と
れ
た
町

っ
く
り
を
心
が
け
て
い
る
と
の
-
」
と
で
す
。

六
一
年
国
体
に
つ
い
て
も
派
手
に

L
な
い

で
真
心
の
か
よ
っ
た
国
体
を
と
言
っ
て
わ
ね

り
ま
し
た
が
、
市
民
一
人
一
人
も
他
県
の

方
々
に
対
し
心
の
こ
も
っ
た
歓
迎
を
し
な

く
て
は
と
感
じ
ま
し
た
。
防
災
に
つ
い
て

〉

は

、

無

線

、

飲

料

¥
瓜
が
色
一
水
確
保
、
水
害
等

A
縛
堤
の
質
問
が
な
さ
れ
、

p

d

v

市
で
も
順
次
施
設

1
-

の
整
備
を
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
北
部
羽
黒
、
山
宮
地
区
の
山
を

み
て
い
ま
す
と
緑
が
み
る
み
る
少
な
く
な

り
、
雨
の
た
び
に
水
が
出
て
心
配
し
て
い

ま
す
。
危
険
個
所
の
確
認
と
対
策
、
林
道

や
宅
地
開
発
に
つ
い
て
も
住
民
が
安
心
し

て
生
活
出
来
る
よ
う
、
市
当
局
に
お
い
て

適
切
な
措
置
と
指
導
を
図
ら
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
教
育
問
題
に
つ
い
て
は
、

中
府
市
愛
宕
町
四
一
番
地
の
四

保

坂

寿

(

日

オ

青
少
年
の
非
行
は
大
入
社
会
に
対
す
る
告

発
で
あ
る
と
の
質
問
に
つ
い
て
、
青
少
年

対
策
の
活
動
は
一
体
化
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
次
代

を
担
う
子
供
達
の
健
全
育
成
の
た
め
父
母

や
教
師
が
行
政
と
一
体
に
な
り
協
力
し
て

い
か
な
く
て
は
と
痛
感
致
し
ま

L
た。

今
回
、
思
い
が
け
ず
に
市
議
会
傍
聴
の
機

会
を
得
ま
し
た
。
当
日
の
一
般
質
問
は
、
防

災
、
都
市
計
画
、
行
財
政
改
革
、
青
少
年
対
策
、

商
業
振
興
対
策
な
ど
盛
り
沢
山
で
し
た
が
、

市
議
会
議
員
の
質
問
や
意
見
に
市
長
、
関
係

部
局
長
の
適
切
な
答
弁
が
あ
り
、
地
方
行
政

に
つ
い
て
も
国
会
き
な
が
ら
の
真
剣
な
討
議

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
私
が
傍
聴
席
か
ら
感
じ
た
こ
と
の
な
か

で
市
民
の
日
常
の
防
災
対
策
は
ど
っ
か
と
言

う
問
題
で
す
が
、
市
当
局
も
自
治
会
等
を
通

じ
て
き
め
こ
ま
か
な
訓
練
を
宰
議
し
た
い
旨

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
同
感
で
あ
り

防
災
の
日
に
限
ら
ず
、
市
当
局
の
指
導
の
も
と
に

自
治
会
単
位
の
防
災
訓
練
を
行
い
、
災
害
等
に
際

し
適
切
な
防
災
行
動
が
と
れ
る
よ
う
我
々
一
般
市

民
の
心
構
、
え
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
今

後
の
市
当
局
の
ご
指
導
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

議
員
の
年
賀
状
の
自
粛
に
つ
い
て

甲
府
市
議
会
は
、
議
員
の
年
賀
状
に
つ
い
て
、

こ
と
に
・
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
の
で
、

自
粛
す
る

誠
に
勝
手
な
が
ら
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
へ

甲
府
市
議
会
議
員
一
同


